
平成 27年度 解析学C 中間試験問題 2015年 5月 18日 (月)実施

i は虚数単位を表す．C は複素数全体，R は実数全体を表す．複素数 z に対して z は z

の複素共役を表す．Rez, Imz はそれぞれ z の実部，虚部を表す．|z| は z の絶対値を表

し，arg z は z の偏角を表す．

1 C が R の拡張であることを説明せよ．

2 (−1 + 3i)(2 + 3
i
) を計算して，複素数平面に図示せよ．

3 等式
z − z

2i
= Imz を複素数平面上において幾何的に示せ．

4 n を自然数とする．z0 =
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が実数となる最小の n と，そのときの z0

を求めよ．

5 Rez > 1 をみたす z を勝手に取り，w =
(−2 + i)z + 2 + 5i

z − 2i
による z の像をできる

だけ正確に図示せよ．

6 i と −1 を通る直線を ℓ とする．次の各問に答えよ．

(1) ℓ の方程式 αz + α z + c = 0 (α ∈ C, c ∈ R) を求めよ．

(2) ℓ の関数 w =
1

z
による像を求めて，w-平面に図示せよ．


